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論文の内容の要旨 
（目的） 
 本研究は、近代の日本人画家たちが東アジアの各地を旅行し、自らの創作に展開させていった事
例を手がかりに、それらの活動および作品が、東アジア各地の地域性や文化といかなる関係を築き、
更には近代日本美術史において、いかに位置するかを解明しようとするものである。 
 (対象と方法) 
 本研究では、1910 年代から 1930 年代を範囲とし、その期間に中国、台湾、朝鮮の各地を訪れた
画家の活動と、それを通して制作された作品も対象とする。各地については、現今の国境による枠
組みとは別に、地理・交通・文化などから形成される圏域（南と北、山岳と河川など）を実態に即
して設定する。なお、実際の対象は、各地の特徴を示す代表的な事例を中心とし、それらの重点的
な考察を図る。考察に際しては、各事例に関する史料と作品とを複合的に分析し、更に事例相互の
比較を加えることにより、各地域と画家との関係性の包括的な理解を期す。 
 (結果) 
 本研究は、最終的に以下のような結論を導いている。 
 近代の日本人画家が東アジア各地を旅行し、創作活動を展開したことは、「オリエンタリズム」
や「帝国主義」といった枠組みで一律に括り得るものではなく、画家たちには、各地独自の文化の
影響が色濃く窺われ、それぞれの差異に基づく多様性が特筆される。更に、各地を訪れた画家たち
は、近代化と伝統の継承との相克や、帝国主義に代表される外的権力の機能のあり方、そして東洋
回帰に対する意識など、往時の諸課題に対し、それぞれが異なる立場をとり、彼らと各地域との関
係は一層多元化した。その結果として創出される作品も、豊饒な東アジアの図像を示している。こ
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れらの点から、彼らの功績は、多元化する東アジアの文化交渉という新たな脈流を近代日本美術史
にもたらした点において、不可欠の位置を占めている。 
 (考察) 
上記の結果を導くために、本研究では、以下の各章により、各論的な問題を考察している。 
 先ず序章では、本研究の目的と意義を述べ、先行研究を回顧し、各章の構成を掲げている。 
 第一章では、東アジアへの旅行における近代化の度合いを示す事例として、往時の交通システム
や、写真技術の絵画制作への援用、調査・審査旅行の組織化、などの諸点をテーマとする。このう
ち、交通については、前近代的な水上交通が、却って時空の制約を超えた広がりのある作品を生み
出していることを示している。また、写真の援用については、それによる風景画・肖像画それぞれ
の分析から、写真援用の利点や限界と、伝統的写生の効用を勘案した、画家たちの周到な制作態度
を明らかにしている。更に調査・審査旅行の組織化については、日本の国策の一環をなす一方、各
地に赴いた画家たちの内省的な知見が、自律的な踏査を促した一面が備わることを指摘している。 
 第二章では、中国大陸の南方と北方で相違する移動方式「南船北馬」に着目し、南方の水路風景
画と、北方の長城や石窟などを画題とした絵画を比較的に考察している。南方での水路風景画が、
伝統的な南画への回帰を志向する風潮をもたらす一方、北方の旅行では、長城や石窟、或いは紫禁
城などの特定のスポットが、新しい東洋美術を構築する契機となったことを、対照的に導いている。 
 第三章では、山岳をモチーフとした絵画旅行の実態について、朝鮮の金剛山と台湾の新高山、そ
して中国の各名山の事例から検討している。各地の事例では、ともに伝統的南画を踏襲する立場や、
登山の実体験による観察を重視する立場、国策を背景とした特定のイメージ形成を図る立場など、
異なる立場が看取され、更に、金剛山と新高山の双方の絵画化では、背景に存する伝統の継承と近
代のナショナリズムとの比重に差異が認められる点を指摘している。 
 第四章では、川島理一郎と小杉放庵という二人の画家の、東アジア各地の旅行と創作活動に焦点
を当て、両者が抱いた「東洋」観の実相を検討するものである。西洋から東洋へと、その志向の回
帰が認められる両者ではあるが、従軍画家として洋画の手法を温存した川島と、広く漢学に精通し、
南画の再興に寄与した小杉とでは、東洋回帰のあり方が異なる点を明らかにしている。 
 結章は、以上に示した各章の検討を総括し、上記の「結果」の内容を提示するとともに、今後の
課題についてまとめている。 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
 従来の近代日本美術史研究にあっては、往時の東アジアに展開する創作活動と作品は、「オリエ
ンタリズム」や「帝国主義」の枠組みから捉えられる傾向が強く、東アジア各地の差異と、そこに
築かれる関係の多元性は、こうした既存の枠組みでは見落とされがちであった。この点に問題を見
出した著者の独創的な着眼が、先ずは銘記される。 
 そうした問題の解明に際し、本研究では関連資料を広く渉猟する中で、有効な事例を的確に選定
しており、著者が据えた種々の観点で、多様化に向かう日本人画家たちの活動・画業は、それぞれ
が鮮明に映し出されている。この点も、本研究の特筆すべき成果と言える。 
 更に本研究では、画家たちの活動・画業と、背景に存する往時の文化との関係を考察するに際し、
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東アジア各地の歴史や地理的環境に加え、伝統的な文学や思想、宗教、風俗から、近代化された制
度や技術の導入に至るまで、広汎な材料を総合し、それぞれの関係のあり方を検証している。この
点にも、本研究の優位性が窺え、総じて本研究は、近代日本美術史に新しい沃野を拓いた先駆的成
果として高く評価できる。 
 
平成２６年１月２４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（芸術学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
